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本 書 は 取り 扱い 説明 書か ら 注意 文 な ど 、 製 品 の 操作 方 法 に つい て 直接 関係 の な い 部 分 や 余 
6 修正 し た も の で す 。 操作 方 法 が 分 か ら な く な っ た が 説明 書 が 手許 に な いと 

、 製 品 に 興味 が ある が 操作 方 法 は どの よう に な っ て いる の か 先 に 知り た い 、 と いっ た 場 
時 事 を 念頭 に 編集 し て お り 、 正 し く お 使 い 頂 く た め に は 必ず 製品 に 同 梱 さ れ 
て いる 説明 書 を お 読み 下さ い 。 又 、 本 書 が 完全 な 説明 書 で は 無い こと に 対す る クレ ー ム は 
一 切 お 受け 致し ませ ん の で 、 予 め 御 理解 くだ さい 。 


沿 、 正 式 な 説明 書 は 無線 機 販 売店 で ご 購入 いた だ け ま す 。 詳 しく は 下記 の 貞 社 ウエ ブサ イ 
ト を ご 参照 くだ さい 。 
http://www.alinco.co.jp/denshi/14.html 


定格 DJ-P20 


送受 信 周波 数 | 422.0500<4Z2.1750MHz (送受 信 ) 


(12.5kHz ス テッ プ ) 
422.2000<422.3000MHz (送受 信 ) 
(12.5kHz ス テッ プ ) 
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力 | 10mW 
ダブ ルス ー パ ー ヘ テロ ダイ ン 
きき 感度 


ー6dBu 以 下 (12dB SINAD) 


受信 定格 出力 時 (50mW) 約 90mA 
受信 待ち 受け 時 約 50mA 
パッ テリ ー セ ー ブ 動 作 還 (平均 ) 約 20mA 
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特定 小 電 力 型 ハン ディ トラ ン シ ー バ パー 
(郵政 省 技術 基準 適合 品 


グ () レジ ャ ー 用 9ch 
ロ ビジネ ス 用 1 1ch 
取扱 説明 書 


アル イン コ の トラ ン シ ー パ ー を お 買い 上 
げ い た だ きま し て あり が と う ご ざ いま す 。 
本 機 の 機能 を 充分 に 発揮 させ 効果 的 に 
ご 使用 いた だ く た め ご この 取扱 説明 書 を ご 
使用 前 に 最後 まで お 読み 下さ い 。 ま た 、 

この 取扱 説明 者 は 大 切 に 保管 し て 下さ い 。 
ご 使用 中 の 不明 な 点 や 不具 合 が 生じ た 時 、 
お 役に立ち ます 。 
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将 長 


従来 の レジ ャ ー 用 9ch 仕 様 と ビジ ネス 用 
11 cao 
いま す 。 


グル ー プ トー ク 、 ス フラ ンプ ルト ー ン 機 
能 で 混信 の な い 過 適 な 交信 を お 約束 し ま 
す 。 


チャ ン ネ ル 番 紀 、 シ ブナ ル メ ー マ ター、 電 
池 天 量 な ご 見 や すい 明 明 付 大 型 デ イィ スプ 
レイ で 表示 / 


フラ ス 最 高 レ ベル の 交信 距離 と 、 単 三 ア 
ルカ リ 電 池 で 約 58 時 間 使用 で きる 省 電 力 
設計 で す 。 


日 常 生活 肪 水 仕様 で 、 携 帯 に 便利 な 超 コ 
ン パ フト ポ デ ィ で す 。 
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定格 


ー 反 ' 安全 上 の ご 注意 
電池 の 入れ 方 が 違 II し て 下さ い 。( ひ P16) 
Sa を 人 れ て も 分 の は し 
ロ ー 語 記 さ さ 2 ーー \ ・ Se 
何 も 表 示し な い 。 「 電池 の 消耗 。 に に し Ak で 圧 ニ ッ カ ド バ ッ テリ ー の 取扱 い に つ いて 
し て ぐだ さい 。 ニッ カド バッ テリ ー は 、 次 の こと を 守ら な いと 、 け が や 、 ニ ッ カ ド バ ッ テリ ー を 漏 流 、 発 火 、 発 吾 、 破 裂 さ せる 原因 と な り ま す 
SC の で 、 下 記 の こと を 必ず お 守り くだ さい 
ヽ い 避 較 に 
相手 と チャ ン ネ ル が 又 、 チ ャ ン ネ ル が わか ら な い 時 は 、 フ 


違う 。 リー チャ ン ネ ル サ ー チ で 呼出 され る の 
を 待っ て 下さ い 。(rP34) 


スピ ー カ ー か ら | グル ー プ 番号 が 違う 。 | グル ー プ 番号 を 合わ せ て 下さ い 。(wP30) 
音 が 出 な い 


ー 相手 と 距離 が 離れ すぎ て | 交信 距離 を 目安 に 交信 し て 下さ い 。 
受信 し な い 。 いる 。 yP13)| 


時 ツマ ミ を 左 に 回 し す で を 適当 な 位置 に 合わ せ て ト 
ぎ て いる 。 


PTT ス イッ チ を 押し て 
PT エス イッ チ 下さ い 。 
言 中 。 イッ を 杏 し て さ 


参 充 吉 温 度 細 還 は 、0Cー40C で す 。 この 温度 範囲 以 
外 で は 充電 し な いで くだ さい 。 


因 液 が 目 に 入っ た と き は 、 和 失明 の お それ が あり ます 
の で 、 こ すら ず に 、 す ぐに きれ いな 水 で 洗っ た 後 、 
直ちに 医師 の 治療 を 受け て くだ さい 


僅 端 子 を 針金 な どの 金属 類 で ショ ー ト させ な いで く 
だ さい 。 ま た 、 SM 
に 持ち 家 ん だ り 、 保 管 し な いで くだ さ 天 流 が 皮膚 や 衣服 に 付 薄 し た と き は 、 皮 膚 に 傷害 を 
起こ す お それ が あり ます の で 、 す ぐに きれ いな 水 で 
参 火 の 中 に 投入 し た り 、 加 吉 し た り 、 ハ ンダ 付け し 洗い 流し て くだ さい 
な いで くだ さい 。 


修 | し 症状 
に 
出 
さ 
れ 
る 
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オプ ショ ン ( 別 売 ) で より 楽し く 便 利 に ご 活用 いただけ ます 。 


に 


和 X ビ カ ゴマ イ タ 
EMS-9 \4.500 
無線 後 本 体 を 腰 に 付け た り 、 ボ ケ 
ツ ト に 入れ て 硬 用 する 時 に 便利 で 
す 。 


ヘッ ド セ ッ ト ( 耳 の せ 式 ) 
EME-12A 学 6,500 
両手 が ふゆ さ が つ だ いる 時 に ハン ド 
フリ ー 運 用 が で きる 便利 な アフ セ 
サリ ー で す 。 
VOX 機 能 付 > 


6 の 


EME-15A 半 5,500 
ハン ド フ リー 運用 が 可能 な VOX、 
PTT 面 機能 を 内 問 し だ タイ ビン 
マイ フク で すず す 。 

〈VOX 機 能 付 〉 


ヘッ ド セ ッ ト ( イ ン ナ ー マ イ プ ) 
EME-13A 学 6.500 
両手 び が 避 二 びっ つて いる 時 に ハン ド 
フリ ー 運 用 が で きる 二 利 な アフ セ 
サリ ー で すず 。 
〈VOX 機 能 付 〉 


参 水 を が けた けり 、 水 が 入っ た り し な いよ う 、 ま た ぬ 
ら さ な いよ うに ご 注意 くだ さい 。 炊 災 ・ 感 電 ・ 故 
隊 の 原因 と な り ま す 。 


馬 な ど で ぬ れ や すい 場所 (風呂 場 な ど ) で は 使用 
し な いで くだ さい 。 火災 ・ 感電 ・ 故障 の 原因 と な 
り ま す 。 


圏 チ ャ ー ジ ャ ー の 取扱 い に つ いて 


葬 AC1O0DV 以 外 の 電圧 で 使用 し な いで くだ さい 。 
火災 ・ 感 電 ・ 故 障 の 原因 と な り ま す 。 


更 チ ャ ー ジ ャ ー の AC プ ラグ の コー ド を タコ 足 配線 
し な いで くだ さい 。 加熱 ・ 発 火 の 原因 と な り ま す 。 


天 ぬ れ た 手 で チャ ー ジ ャ ー の AC ア ダ プ ター に 触れ 
た り 、 抜 差し し な いで くだ さい 。 感 電 の 原因 と 
な けり ます 。 


安全 上 の ご 注意 


天 近く に 小さ な 金属 物 や 氷 な どの 入っ た 容器 を 國 か 
な いで くだ さい 。 こ ぼれ た り 、 中 に 入っ た 場合 、 
火災 ・ 感 電 ・ 故 障 の 原因 と な り ま す 。 


急 チ ャ ー ジ ャ ー の AC ア ダ プ ター を AC コ ン セ ント に 
確実 に 差し 込ん で くだ さい 。AC ア ダブ プター の 刃 
に 交 属 な ど が 触れ る と 、 火 災 ・ 感 雷 ・ 故 障 の 原因 
と な り ま す 。 


参 チ ャ ー ジ ャ ー の AC ア ダ プ ター の 刃 に ほこ り が 付 
落し た まま 使用 し な いで くだ さい 。 シ ョ ー ト や や 過 
熱 に より 火災 ・ 感電 ・ 故 障 の 原因 と な り ま す 。 


(⑨ ず ) リゼ セツ ト 動作 が お か し い 場 合 、 キ ー を 押し て も 反応 レ しない 場合 は 、 リ セッ ト し て 
みて 下さ い 。 


リセ ッ ツ ト ( 初 期 化 ) す る 


|F| RS 電源 を 
入れ ます 。 


リセ ッ ト を する と 、 召 設定 が 初期 化 さ れ 
工場 出荷 時 の 設定 に な り ま す 。 


チャ ン ネ ル レジ ャ ーch01 
ル 、 キ ー ロ ッ ク 

Ne PTT「 ホ ー ル ド 
ジッ デ 

ーッ 


HP2406 の 
し 』 し 』 大 


Oo 


を 押し て いる 間 は 表示 が 全 点 灯 し ます 。 
を 離す と 、 通 常 の 表示 に 戻り ます 。 


安 生 上 の ご 注意 


旬 ぬ れ た 手 で シガー ライ ター ケー ブル に 触れ な いで 
くだ さい 。 感電 の 原因 と な り ま す 。 


時 異常 時 の 処置 に つい て 


以下 の 場合 は 、 す ぐ 本 体 の 電 洒 を DFF に し て 、 電 池 を 取り 外し 、 チ ャ ー ジ ャ ー を ご 使用 の 場合 は 、AC ア ダ プ ター を 
AC コ ン セ ント か ら 抜 いて くだ さい 。 異常 な 状態 の まま 使用 する と 、 火 災 ・ 感 電 ・ 故 障 の 原因 と な り ま す 。 修理 は お 買 
eb また は 当社 サー ビス セン ター に ご 連絡 くだ さい 。 お 客 様 に よる 修理 は 、 危 険 で すか ら 、 絶 対 に お や 
人 異常 な 音 が し た り 、 煙 が 出 た り 、 変 な 臭い が する と き 

更 活 こし た り 、 ケ ー ス を 破損 し た り し た と き 

僅 内 部 に 水 や 異物 が 入っ た と き 

電信 じ ア ダブ ター の コー ド が 痛ん だ と き (芯線 の 角 出 や 断線 な ど ) 


免 油 が 吸出し た ら 、 安 全 の た め 本 体 の 電源 を OFF に し 、 チ ャ ー ジ ャ ー を ご 使用 の 場合 は 、AC ア ダ プ ター を AC コ ン 
セン ト か ら 抜 いて 、 ご 使用 を お 控え くだ さい 。 


本 保守 ・ 点 検 


人 @ 本 体 や チャ ー ジ ャ ー の ケー ス は 、 開 け な い で くだ さい 。 け が ・ 感 電 ・ 故 障 の 原因 と な り ま す 。 内 部 の 点検 ・ 修 理 は 、 
お 買い 上 げ の 販売 店 また は 当社 サー ビス セン ター に ご 依頼 くだ さい 。 


NM 
( プ に ラン プ を 点灯 させ る 機能 で す 。 間 較 交 放 上 の ご 注意 
チャ ー ジ ャ ー の 取扱 い に つ いて 


象 チ ャ ー ジ ャ ー の AC ア ダブ プター を 抜く と き は 、 コ 人 @ チ ャ ー ジ ャ ー の AC ア ダ プ ター な 私 機 具 に 近づけ 
ー ド を 引っ 張ら な いで くだ さい 。 火災 ・ 感 規 ・ 故 な いで くだ さい 。 炊 災 ・ 感 電 ・ 故 障 の 原因 と な る 


ラン プ の ON/OFF 


roMP キー を 押し ます 。 


ラン プ 常 林 モー ド の ON/OFF 
LAMP エー を 押し な が ら 電 源 を 入れ ます 。 


障 の 原因 と な る こと が め あり ます 。 必ず AC ア ダ プ こと が あり ます 。 
ター を 持っ て 抜い て くだ さい 。 


画 保 守 ・ 点 検 


@ お 手入れ の 際 は 、 安 全 の た め 必 ず 本 体 の 電源 0FF 馬 水 滴 が 付い た ら 、 乾 いた 布 で 点 寺 と っ て くだ さい 。 
に し て 、 電 池 を と り は ず し 、 チ ャ ー ジ ャ ー を ご 使 汚れ の ひど いと き は 、 水 で 薄め た 中 性 洗剤 を ご 使 


用 の 場合 は 、、AC ア ダ プ ター を AC コ ン セ ント か ら 用 くだ さい 。 シンナー や ベン ジン は 使用 し な いで 
抜い て くだ さい 。 くだ さい 。 


電源 ON か ら 
ラン ブ は 点灯 
し た まま で す 。 


5 秒間 ラン プ が 
点灯 し ます 。 


し LAMP 


ラン プ ON 中 に 再度 Lock 
キー を 押す と 消灯 し ます 。 

る ラ ンプ ON 中 に その 他 の 操作 を す 

る と 、 さ ら に 5 秒間 点灯 し ます 。 


@ ラ ンプ ON の まま LGCk キー を 押す と 江 条 
し 、 も う 一 度 押す と 常 灯 に な り ま す 。 
* 上 還 の 折 作 の 和 に 肖 灯 モー ド が ON/OFF レ 


す 。 


(@⑥) キ ー ロ ッ ク 


キー ロッ の し レ て お ぐ こ 、 誤 つ て 設定 を 変え て し レ しまう ご と を 防 げ ま す 。 


キー ロッ ク を ON/OFF す る 


m 〇 キー ロッ ク ON 時 
に 点灯 


また は 、④⑬ キー と キー の 両方 
を 押し な が ら 、 電 源 を 入れ て も 、 キ ー 
ロッ ク を ON/OFF で きま す 。 


通話 の で きる 距離 は 周囲 の 状況 に よ つ て 
大 きぐ 異 り ます 。 


大 体 の めやす 

油 上 3KT 

ゲレンデ 2Km( 見 通し の よい 所 ) 

郊外 1 て 2Kn 

市 街 地 。 100-200m 

本 機 に 採用 され て いる 電波 は 直進 性 が 高 
い だ め 、 ビ ル や 橋脚 、 又 は 山 等 の 障害 物 が 
ある こ 、 人 交信 で きる 距離 が 短く な り ま す 。 


本 機 が 交信 で きる の は 、 弊 社 P8X、P9X 
どちら の 特定 小 電 力 ト ラン シー パー と 交 
信 が で きま す 。 く わし く は 53 ペ ー ジ を 参 
考 に し て くだ さい 。 


チ 
ヤ 
ン 
ネ 
ル 
に 
つ 
い 
て 


本 機 は 日 常 生活 防水 仕様 に な つて お の ま す 
の で 、 少 々 の 雨 や 水 し ぶ 巻 、 寺 の 中 で も 正 
常に 機能 レ し ます が 、 防 水 設 計 で は あり の ませ 
ん の で 上 の よう な ご 便 用 は お 人 避け 下 き いい 。 
な お 、 水 、 零 等 が 付い だ 時 は 手 早 ぐ 忌 意 到 
つて 下さ い 。 


本 機 は 従来 の レジ ャ ー 用 9ch と ビジ ネス 用 
1 1ch の 特定 小 電力 トラ ン シ ー バ ー と 切り 
替え て 交信 する こと が で きま す 。 

9ch と 1 1ch の 切り 替え は P38 を 見 て くだ 
さい 。 


アン テ ナ の 立て 方 


ゲン デ ナ は 回 転 式 に な っ て いま す 。 
ご 使用 の 際 に は 、 必 ず ア ン テ ナ を 立て て 下さ い 。 


ビー ブ 音 の ON/OFF 
キー の 操作 音 や 呼び 出し 音 が 征 ざ わり な 時 は これ を 消す こと が で きま す 。 


IF] スイ ツチ を 押し な が ら ビープ 音 OFF に し て も 次 の 音 は 鳴 
キー を 押し ます 。 り ます 。 


WPZ8B エン ド ピ ー 音 


免 CrPZ9 コー ルト ー ン 呼出 音 
ピロ ピロ 


信 cP3D スキ ャ ン 動 作 中 の 
応答 音 ピ ピッ 


* アン テ ナ を 回 す 時 は ゆ つ ぐり と 根元 を 持つ て 回 し まし よう 。 


* ご 使用 に な ら な い 時 は だ だ ん で お きま し よう 。 


設定 を か ひえ て も 表示 は お わり ませ ん 。 


(③) ベ ル 補 能 呼び 出さ れ だ こと を 表示 と ベル 音 で 知ら せる 機能 で す 。 


ベル 機能 を ON/OFF す る 


キー を 押し ます 。 


〇 点灯 中 に 呼び 由 さ れる と … 


か ら 京 滅 
ベル 呼出 音 
7 が 詳 2 ま す 。 


ヵ ベ ル 呼 出 音 が 秘 要 な い 時 は 、 ビ ー 

音 を OFF (P46) に し て お あく 

と 、 ベ ル 音 は 鳴ら ず が 京 滅 し 
ます 。 


〇 ふ ベル 機能 ON 時 点灯 


電池 交換 合 較 


電池 の 残 容 量 は 常時 デイ スプ レイ 
に 3 段階 で 表示 され て いま す 。 


電池 容量 に 奈 裕 
が あり ます 。 


吉池 が 減少 し て 
きま し だ た 。 


眉 ョ ュー し だ ら 電 池 を 交換 
LIN 1 四  1 | B レ て 下さ い 。 


人 @ 使用 時 間 の めやす 。 


ニッ カド バッ テリ ー アル カリ 乾電池 
ど 〇 時 間 時間 ら ご 時 間 


上 記 の 時 間 は 、30 秘 送信 一 30 秒 受信 一 4 
分 待受け を 繰り 返し だ 場合 の めやす で す 。 
和 持 に 位 期 、 気 温 の 低い 時 に は 電池 寿命 が 
極 貴 に 短く な り ま ので 、 早 め の 電 池 交 
換 を 羽 が け て 下さ い 。 


@ 橋 類 の 違う 電池 や 、 古 いも の と 新しい も の を 
混ぜ て 使用 し な いで 下さ い 。 


@ 頁 時 間 使用 の だ め に は 、 ア ルカ リ 乾 電池 の ご 
使用 を お すす めし ます 。 


欠 市 販 の ニッ カド 電池 は 安全 の だ め 、 ご 使用 に 
な ら な いで 下さ い 。 


@⑮ オプ ショ ン の ニッ カド バッ テリ ーEBP-25N 
ご 使用 の 場合 は 、 使 用 開始 時 に ニッ カド の 
取扱 説明 書 を よ ぐ お 読 み 下 さい 。 


通話 圏内 表示 機能 クル ー フ トー クモ ー ド を 利用 し て 特定 の 
揚 手 局 と 交信 する 時 に 、 相 手 が 通 語 可能 な 範囲 内 に いる か どう か を 、 自 動 的 に 
知ら せる 機能 で す 。 


2 トー クモ ー ド に 設定 し ます 。 ま た 、 担 手 局 と 同じ グル ー プ 番号 で ある 


ia e 


通話 園内 表示 機能 を ON/OFF す る 


GROUP 


キー を 押し な が ら 、 電 源 を 入 ・ [PTT| ス イッ チ を 押し て いる 周 は 
ON/OFF を 表示 し ます 。 


通話 圏内 表示 機能 OFF 時 
の 表示 


ch 55 


伯 話 半 内 表示 機能 ON 時 の 
表示 (ch の 文字 が 消え ます ) 


電源 / 音 量 ツ マミ 
〇 方 向 に 回 す と 電源 が 入り 、 
音量 が 大 きぐ な り ま す 。 
?) 亡 向 に と いつ ば い に 回 す と 
電源 が 切れ ます 。 


ハン ドス トラ ッ プ 
取付 位置 (P14) 


ベル トク リッ プ 
取付 ネジ (区 P14) 


電池 ケー ス 十 カバ ー 
別売 の ニッ カド バッ テリ ー 


ヒビ ビー-25INCr P55 ) を 装着 
する こと が で きま すず す 。 


スピ ー カ ー 端 子 | 、。 


※ は 別売 の スピ ー カ ー 
マイ 等 (ば P54) を 
接続 する 喘 子 で す 。 


アン テ ナ 
(立て 記 は P15) 


防水 キヤ ッ プ 
こ ご これ を は ざす と 日 常 


生活 防水 機能 が そこ 
な われ ます 。 


PTT ホ ー ル ト 機 能 PTT ホ ー ル ド 機 能 は 、 PTT] ス イッ チ を 一 
度 押す と 、IPTT] ス イッ チ を 離し て も 送信 状態 が 持続 する 機能 で す 。 
この 機能 に より 、 送 信 時 に IPTT| ス イッ チ を 押し 続け る 操作 を 汗 略 で きま す 。 


IPTT| ス イッ チ を 押し な が ら 、 堤 源 を | PTT| ス イッ チ を 押し 手 い る 周 は 
入れ ます 。 8 ON/OFF を 表示 し ます 。 


PTT ホ ー ル ド 機 能 を ON 時 
の 表示 


PTT ホ ー ル ド 機 能 を OFF 時 
の 表示 


久 控 作 キ ー の 働き 


CHANNEL GROUP 


ず 


フリ ー チ ャ ン ネ ル サ ー チ 
(P34) 


ヒ 


ディ スプ レイ ラン プ ON 
( P50) 


交信 モー ド の 切り 替え 
(ば P33) 


チャ ン ネ ル DOWN 
( テ P2 


キー ロッ ク 


(ば P48) 


音量 切り 替え 
( 評 P47) 


プ 常 灯 
( テ P50) 


通話 圏内 表示 機能 ON/OFF 
( げ P42) 


エン ド ピ ビーON 
( ァ P29) 


エン ビー6E 
(ば P29) 


本 機 は 従来 の レジ ャ ー 用 9 チャ ン ネ ル と ビジ ネス 用 11 チ ャ ン ネ ル の 特定 小 
電力 トラ ン シ ー バ ー を 切り 換え て 交信 する こと が で きま す 。 


1. 最初 は レジ ャ ー 用 1 て 9 チャ ン ネ ル に 設定 され て いま す 。 


2. BELL キ ー を 押し な が ら 電 源 を 入れ る と 
田 マー ク が 表示 され 
ビジ ネス 用 1 一 1 1 チャ ン ネ ル に 設定 変更 で きま す 。 
同じ 操作 を も う 一 度 行う と 
上 マー ク が 消え 、 
レジ ャ ー 用 1 て 9 チャ ン ネ ル に も どり ます 。 
粗 手 の ト ラン シー バー に 合わ せ て 切り 換え て 使っ て 下さ い 。 


DJP82、83、92、 93 の ペア チャ ン ネ ル と の 交信 は で きま せん 。 


喘 逢 人 で 稚 じ て 由 


2? ww 


(②) 受信 中 は 送信 で きま せん 。 


4 
2 か 。 [em 


一 定 の 強 さ の 信号 を 受信 し て いる 時 は 
PT 1| スイ ツチ を 押し て も 送信 で き 
ませ ん 。 

受信 中 に |PT | スイ ツチ を 押す と ア 
ラー ム 音 が 鳴り 、 送 信 で き な い こと を 
知ら せま す 。 


注意 > ビー プ 音 が お OFF の 時 は アラ ー ム 音 は 


「 2 ( “ 鳴り ませ ん 。 


(ボー で 装 ぱ さ ポ ー い いよ ) 


0 ⑩0 当 岬 EVMNWCC 肌 


4. 相 手 を 呼び 出す 


呼び 出す 側 は 、PTT | スイ ツチ を 押 
レ て 、 送 信 イ ンジ ケー ダー が 点灯 し だ 


ら 、 す ぐに 離し ます 。 


出し ます 


空き チ ヤ ン ネ ル 
で 止ま る 


空き チ ヤ ン ネ ル を 探し て し 、 そ の チャ ヤン ネル で 
正 ま り 、5 秒間 送信 状態 と な り 、 相 を 叫び 


空き チャ ヤン ネル が な い 場 合 は 送信 で きま せん 。 


5 秒間 


点灯 


点滅 


5. 送信 を 始め る 


送信 イン ジ ケ ー タ ー が え る の を 
待っ て 、 相 手 か ら 応答 音 が 返っ て く 
る と 、 スイ ッ チ を 押し て 送信 に 
入り ます 。 


5 秒間 、 応 答 が な か っ た り 、 交 信 が 5 
秒間 途切れ る と スキ ャ ン が 還 開 し ます 。 


グル ー プ トー ( マ P30) 


同じ チャ ヤン ネル 、 同 じ グ ルー プ 番 
号 の 人 と だ け 交 信 で きま す 。 


ch) - 1 ch) - 1 


4 ーー 人 
NN / ア 


2 


チャ ヤン ネル で グル ー プ トー ク に レ 
て いな い 人 に も 較 こ えて いま す 。 


…O99 と AH さき は 国 DR>S き 間 良 


スクラン ブル ト ー ク (P32) 


同じ チャ ヤン ネル 、 同 じ グ ルー プ 番 
号 で も 、 ス クラ ンプ ルト ー ク に レ 
て いな い 人 に は 会 話 の 内 容 は 聞き 
と れ ま せん 。 


Kh1- 引 ] 


MM 


チャ ン ネ ル を 次 々 と 切り 換え な が ら 、 空 いて いる チャ ン ネ ル を 探し て 交信 で きる 相手 の 声 が 途切れ る 場合 


志 機能 で す 。 (フリ ー チ ャ ン ネ ル サ ー チ ) ー 
で 信号 が 表 く て 相手 の 声 が 途切れ る 場合 は 
い 3 電源 を 入れ る と 、 受 信 待 ち 受 けが 始ま り ます 。 1 SGDSKe 
レゴ 1. チ ャ ン ネ ル を 決め る 信号 を 受信 する と スピ ー カ ー カ ら 相 手 の 志 が 
Eo フリ ー チ ャ ン ネ ル サ ー チ 中 は 
や 2 双方 の チャ ン ネ ル を レジ ャ ー 用 1 9 0 回 動作 し ませ ん 。  ( ウ P34) 
ン ] 又は ビジ ネス 用 1 11 の いずれ か に 合 
Pg せ 0 
ルル 4 (7P98) アン テ ナ は 必ず 
た ネネ 立て て お いて 下さ い 。 
選ぶ [ 
択 」 
チ 
すこ 信号 の 強 さ は 常に シグ ナル 
ピー) メー マ に 表示 され て いま す 。 
(③④ 
ペン 1 


押し て いる 間 、 シ グ ナ ル メー ダー 
が 点灯 し ます 。 


2/ 


グル ー プ トー ク に し て いて も 、 グ ルー プ ト ー ク モー ド に し て いな い 人 に は 会 話 は 聞 
が れ て いま す 。 ス クラ ンプ ブル トー ク に する と 、 秘 話 機能 が 働き 、 他 の グル ー プ の 人 
に は 会 話 の 内 容 は 理解 で きま せん 。 


エン ド ピ ー の ON/OFF コー ルト ー ン 呼出 し 
スイ ッ ツチ を 押し た 状態 で ⑧ 


。 ( エン ドビー の 消し 万 キー、 ま だ は キー を 押す と ビ ロ 
源 を 入れ る と [PTT| し レ ま す 。 
スイ ツチ を 離し だ 時 の ス フ ラ ンプ ブ ルト ー ク 中 は 呼出 音 が 変 
ビッ ツ 音 は 出 な ぐ な り の ま 
すず 。 


2. ブ ルー プ 番 号 を 合わ せる 


スイ ッ チ を 押し な が ら 、④ キ ー か 
キー を 押し て 、 相 手 と 同じ ブル ー 


1. ス フラ ンプ ブル トー フク に する 


GR キー を 押し て 、 ス フラ ンプ ブル 
[APOI 
トー ン モ ー ド に し ます 。 


・ りー 閲 し エン ドビー の 出し 万 
④⑧ キ ギー を 押し な が ら 電 


源 を 入れ る と 、 ピ ッ 音 
Y le は 出る よう に な り ま す 。 


邦久 光 際 が 点灯 し ます 。 


上 FI スイ ツチ を 押し だ まま ④、 キ ー を 押 
し 続け る て 連 続 し て 変化 し ます 。 


同じ ブル ー プ の 人 と だ け 交 信 し た い 時 は グル ー プ トー ク を 使い ます 。 


2. グ ルー プ 番 号 を 合わ せる 


スイ ツチ を 押し な が ら 、⑱ キ ー ガ 
キー を 押し て 、 相 手 と 同じ ブル ー 
ブ 番 号 を 1--38 の 中 か ら 合わ せま す 。 


1. グ ルー プ ト ー ク モー ド に する 


1 ー を 押し て 、 グ ルー プ ト ー 
ン モ ー ド に し ます 。 


HG で ロー7\! 一 どい 


ルーブ トー タク に な る と 
グルー プ 番 号 が 点灯 し ま 


[上 | スイ ッ ツチ を 押し だ まま ④⑬、 キ ー を 押 


し 続け る と 運 続 し て 変化 し ます 。 


反 く 


3. 送信 と 受信 


基本 の 交信 と 同じ 操作 (〆P26) で 送信 、 受 信 
し ます 。 


グル ー プ ・ ス フラ ンプ ブル トー グ 中 も 、 相 
手 の 声 は 間 こ えな ぐ て も 同じ チャ ン ネ ル 
の 電波 は 受信 し て いま す 。 


地 の ヴ グル ー プ が その チャ ン 
ネル を 使っ つっ て いる と 、 シ グ 
ナル メー ダー が 京 灯 し ます 。 


シグ ナル メー マー 点灯 中 は 声 は 間 
ご えな ぐ て も 送信 で きま せん 。 


回 | 


園 Pi 


EN 
な ら OK 


同じ チ ヤ ン ネ ル 、 同 じ ブ ルー プ 番 宮 の も の 同 
土 の み 交 信 で きま す 。 だ だ し 、 グ ルー プ ト ー 
プ に し て いな い 同 じ チ ャ ン ネ ル の 人 に は 聞か 
れ て いま す 。 


其 
本 
の 
交 
信 
の 
レ 
ガ 
だ 


信号 を 受信 し て いな いこ と を 確認 し スイ ッ ツチ を 離す と 送信 を 終 
て 、 [BTT| ス イッ チ を 押し ます 。 えて 、 受 信 待 ち 受 け 状 態 じ に なり ます 。 


送信 イン ジ ケ ー タ ー が 赤く 点灯 し た [PTT| ス イッ ツチ を 離し だ 時 、" ピ 
ら 、 マ イク 部 か ら 5cm 位 離し て お 話 ツ ” と いう 意 が 鳴り ます 。 (エン ド 
レ 下 さい 。 ピー) 


これ は 送信 が 終わ つ だ こと を 知ら せ 
る 合 図 で す 。 受 信 側 は この 音 が 聞こ 
える と 、 次 の 送信 ザ で きま す 。 


ooso6 OO 
Oo 
0 


いい) 


交信 モー ド の 切換 え か だ 


3. 送信 と 受信 


大 本 の 交信 と 同じ 操作 ( マ P26) で 送信 、 受 信 ーー モー ドガ が 切換 り ます 。 
し ます 。 


同じ チャ ヤン ネル 、 同 じ グ ルー プ 番 号 で スク ラン 
ブル トー グ に し て いる も の 同士 の み 交 信 で きま 


す 。 ス フラ ン ブ ル 交 信 に し て いな い 人 に は 、 声 
は こ えま す が 、 内 容 は わり ませ ん 。 


ラン ブル 
モー ド 


8P キー を 押す 度 に 3 つの 交信 


の 


基 
本 
の 
交 
信 
の 
レ 
ガ 
だ 


まず は じ め に 、 基 本 の 交信 を マス ダー し まし よう / 


1. 電 源 を 入れ る 


電源 / 音 量 ツ マミ を C ヽ に 回 
し 、 電 源 を 入れ ます 。 


< 9 ) に 合わ せま す 。 


の 
1 の @< up 
OWN っ o_o。 
Il し PoPoFo ニ 
※ ピ ジネス 用 チャ ン ネル (111) 
イッ チ を 押し な が ら 、 ツ マ に 切り 換え て 使え ます 。 
ミ を 回 す と 、 調 節 し や すぐ 80 


な り ま す 。 


2. チ ヤン ネル を 合わ せる 


(⑱ ま た は キー で 相手 と 同じ チャ ン ネ ル (1 


チャ ヤン ネル 番号 が 
変わ り ま すず 。 


押し 続け る と 吉 続 
し て 変化 し ます 。 


※ 台 CH の 周波 数 は P53 を ご 覧 下さ い 。 


2. ブ ルー プ ・ ス クラ ン ブ ル ト ー フ 


④ GE9UP キー を 押し て 、 グ ルー プ ト ー ク 
[APOI 
は か 、 ズ スン フン ブル ドー ン に し ま 


す 。 (P30) 

② F スイ ツチ を 押し な が ら ④⑬④ キ ー ま だ は 
キー で 同じ グル ー プ 番号 に 合わ せ て 下 
さい 。 (P30) 


3. プリ ー チ ャ ン ネ ル サ ー チ 開始 


SCAN エー 押す と 、 フ リー チャ ン 
[BEEP] 
0 ネル サー チ が 始ま り ま す 。 


次 と チ セ ヤン ネ 
ル ガ 変 わり ます 。 


⑨ 交 信 モ ー ド を 合わ せ て 下さ い 。 


②⑤ 和 同じ ブル ー プ 番号 に し て 下さ い 。 変わ り 続 け ま す 。 


($ 路 H 画 半 S UO 


大 本 の 交信 ( ヴ P26) 


同じ チャ ン ネ ル 番 号 の 人 は 全て 交信 で きま す 。 
ch1-9) 


最初 は 、 レ ジャ ー 用 19 チャ ン 
ネル に 設定 され て いま す 。 


ch1~11 
切り 換え て ビジネ ス 用 1 一 11 チ 


ャ ン ネ ル の 特定 小 電 力 ト ラン シ 
ー バ パー と 交信 が で きま す 。 


(P38) 


周波 数 構成 が 同じ 他 の 特定 小 電 
カト ラン シー バー と 交信 で きま 
す 。 

チャ ン ネ ル を 合わ せる だ け で 交 
信 で きま す が 、 同 じ チ ャ ン ネ ル 
の 他 グ ルー プ の 声 も 聞こ えま す 。 


レジ ャ ー 用 1--9 チ ャ ン ネ ル 設 定 機 と ビジネ ス 用 
1 一 11 チ ャ ン ネ ル 設 定 機 と の 交信 は 出来 ませ ん 。 


…09 ン で び OQ さ は BS 一 どら 侍 


6. 呼び 出さ れる と … 


スキ ャ ン 中 に 信号 を 受信 する と 、 ピ ロ ピ ロ 音 
が 喉 り 、 受 信 し た チャ ン ネ ル で 止ま り ま す 。 
その 後 、 相 手 か ら の 信号 を 受信 し ます の で 
応答 し て 下さ い 。 


シグ ナ 
点 


交信 が 5 秒 途 切れ る と 、 ス キャ ン が 再開 し ます 。 


/. プ リー チャ ヤン ネル サー チ 終 了 


SeAN キー を 押す と スキ ャ ヤン は 終 
サイ レ ま す 。 


※ ど の チャ ン ネ ル で 止ま る か は 不定 
で す 。 


@ 尼 出 し を 受け だ 時 の ビ ロ ビ ロ 音 は ビ 
ー プ 音 が ON の 時 の み で す 。(P46) 


ゅ ぁ フリー チ ャ ン ネ ル サ ー チ 動作 中 に 寺 
源 を 切 つ て も 、 次 に 電源 を 入れ だ 時 
は 続い て フリ ー チ ヤン ネル サー チ 動 
作 に な り ま す 。 


@ 大 本 の 交信 モー ド 中 は 動作 し ませ ん 。 


3 分 の 交信 時 間 制 限 に より 、 自 動 的 
に 交信 が 止ま っ た 後 は 、? 秒 た た な い 
と 次 の 送信 は 出来 ませ ん 。 

2 秒 以内 に スイ ッ チ を 押し て 
も アラ ー ム 音 が 吟 り 、 送 信 で きま せん 。 
また 名 アラ ー ム 音 が 喝 る の は ピー プ 
音 が ON の 時 の み で す 。 

(P46) 


10 秒 前 に 警告 音 が 只 り 、 同 時 に 残り 時 間 の カウ 
ント ダウ ン 表 示 が 始ま り ます 。 
に 計 3 分 に な る と 自動 的 に 交信 は 停 


ら 


@ デ ィ ス プレ イ 


PTT ホ ー ル ド 機 能 ON 時 の 操作 


@⑯ |PTT スイ ッ ツチ を 一 度 押す と 送信 状 
態 が 持続 し ます の で 、 そ の まま マイ ク 
に 向かっ て 話し て 下さ い 。 


@ オ プシ ョ ンマ イク で は 、 こ の 機能 は 
ご 使用 に な れ ま せん 。 


ベル 機能 ON 時 、 点灯 し ま 
す 。 (P44) 


11 チ ャ ン ネ ル 


ビジ ネス 用 1 1ch の 時 、 点 灯 
し ます 。 (〆P38) 


オー トバ パワ ー オ フ ON 時 、 
上 京 林 し ます 。 ( マ P51) 


@3 分 の 交信 時 間 制 限 に より 、3 分 送 


滞 ます 信 す る と 自動 的 に 2 秒間 待 ち 受け 
9 こ な り 、 そ の 後 送 信 を 再開 
いふ APOrO (CrP48) 和 な り 、 そ の 後 送 信 を 再開 し ま 


スク ラン フル 
(im ghm リー ニー スク ラン ブル ト 
ます 。(P32) 


グル ー プ 番号 1--38 を 徐 示 
し ます 。 (PF30) 


送信 可能 残り 時 間 和 を 表示 し ます 。 
(P22) 


ビー ブ 音 量 の 設定 を 富 示 レ ま す 。 
( 評 P47) 
PTT ホ ポー ルド 機能 の 設定 を 表示 
し ます 。 (P40) 


シグ ナル メー ター 
電池 の 残 容量 | | 受信 感度 を 3 段 

を 表示 し ます 。 | | 喘 で 表示 し ます 。 
(rP19) (P27) 


倫 も う 一 度 押 す と 送信 が 切れ 、 受 信 状 
態 に な り ま す 。 


9 SQ⑯0W 隊 (Ya 


3③ GR 皿 rau 放 


PTT ス イッ チ 


送信 する 時 は 、 こ の スイ ツチ を 押し 


| な が ら 、 マ イグ に 向 か つ て 詰 し ます 。 


モニ ター スイ ッ チ |MONI 
相手 の 声 が 途切れ る 時 に 使い ます 。 
(P29) 


ファ ンク ショ ンス イッ チ 
ご の スイ ツチ と 一 緒 に 台 操 作 キ ー を 
押す と 、 フ ァ ン フク ション 動作 し ます 。 

( ピ P21) 
まだ 、 ご の スイ ツチ を 押し な が ら 電 
源 を 入れ る と 、 召 設定 ガザ キャ ン セ ル 
され 初期 化 さ だれ ま す 。 (P52) 


電源 / 音 量 ツ マミ 


送信 イン ジ ケー ター 


ディ スプ レイ 
(P20) 

操作 キー 

委 キ ー の 詳細 は P 


21 を 参照 し て 下さ 
い 。 


マイ ロホ ボン 


通話 韻 内 表示 機能 ON 時 の 動作 
例 相手 局 が 「 通話 園内 」 の 場合 。 


ーー ポ 占 ! 
グル ー プ 番号 が 点灯 し ます 。 


人 @ 相手 局 が [通話 賠 外 」 の 場合 。 


グル ー プ 番号 が 点 減 レ し ます 。 
ノ 1 M 


人 @ 相手 局 が 「 通 話 賠 内 」 か ら 「 通 話 圏 外 」 
へ 移動 し た 場合 。 


、| | グル ー プ 番号 が 点灯 か ら 点 
日 HH 滅 に か わり 、 告 知 音 (ビビ ビ ツ ) 


| N 


が 貞 り ます 。 


@ 通話 較 内 表示 機能 は 、 グ ルー プ ト 
ー ク モー ド 又 は スク ラン ブル トー ク 
モー ド の 時 の み 有 効 と な り ま す 。 


欠 次 の 場合 は 、 通 話 圏内 表示 機能 が 
強制 的 に OFF に な り ま す 。 


@ フ リー チャ ン ネ ル サ ー チ 機能 を 
ON に し た 場合 

@ グ ルー プ ト ー ク モー ド 双 は スク ラ 
ンプ ルト ー ク モー ド を OFF に し た 
場合 

@| MON| | スイ ッ チ を 押し て いる 間 
は 動作 し ませ ん 。 


($《 さき >S 詳 末 


ロッ ク を は ざす と 乱 池 カ パ 
ー が 月 きま す 。 


ケー ス 内 の 十 一 の 印 ど お あり 
に 新しい 単 3 型 昌 電 池 を 3 
本 入れ て 下さ い 。 


は じ め に ツメ を 合わ せ て カ 
パー を 閉め 、 ロ ッ ツ グ を ガ け 
ます 。 

きち ん と 閉 ま つ だ こと を 確 
認 し て 下さ い 。 


〇 点滅 中 の 操作 


仙 を 押し て 送信 する と ゆめ は 


@ キー を 
ます 


人 @ 電 源 を 切る と 次 に ON し だ 時 は 点灯 
に な り の ます 。 


ベル 機能 を ON に し て お ぐ と 、 呼 び 
出さ れる と 表示 が 残り ます の で 、 ト 
ラン シー パー か ら 離 れ て いて も 呼出 
し が あつ だ こと が わか り ま す 。 


介 グ ルー プ 交 信 や スラ ンプ ブル 交 信 と 
俳 用 し て 特定 の 相手 ひら の 待ち 受け 
に 便利 で す 。 


: 使用 し て 下さ い 。 


< an 


付 開 梱 し まし だ ら 付 属 品 の 確認 を し て 下さ い 。 

属 ぁ ベ ルト フワ フリップ @ ぁ ハンド ストラップ 

エー @ 取扱 説明 書 @ 保証 書 

と 

プ ” | | ベル ト フ リッ プ の つけ 方 ハン ドス トラ ッ プ の つけ 方 
ご ベル トク リッ プ 取 付 究 に ネジ を 合わ せ ハン ドス トラ ッ プ 取付 穴 に 
ナ コイ ン な ど で 取 り 付 け ます 。 

の 村 呈 2 

サ 


ビー ブ 音 量 の 切り 換え 
キー 操作 音 や 呼出 音 を 大 きく する こと が で きま す 。 


ビー ブ 音 履 を 切り 換え る 


キー を 押し な が ら 、 電 源 を 入れ キー を 押し て いる 則 は 
ます 。 ON/OFF を 表示 し ます 。 


通常 の 音 時 の 時 の 表示 
ch 月 ゴー | 音量 を 大 きく し た 時 の 表示 


高温 、 多 混 、 直射 日 光 の 当 だ る と ころ 、 
ほこ り の の 多い 場所 は 避け て お 使い 下さ 
い 。 


EDH-9 


外部 電源 は 必ず 専用 の シガーDC/DC 
コン バー タ EDH18 (gP55) を お 使い 
くだ さい 。 


改造 、 変 更 は 禁止 まれ て いま す 。 分 解 
し だ り 内 部 を 開け る こと は 絶対 に し な 
いで 下さい 。 


2x の っ 光 
本 機 は 郵政 省 技 術 量 準 造 合 品 で す が 、 使 用 
場所 に より まし て は 思わ ぬ 吉 波 謙 書 を 引き 
起こ すこ と が あり ます 。 次 の よう な 揚 所 で 
は 使用 し な いで 下さ い 。 


航空 機内 、 空港 敷地 内 、 新幹線 車両 内 な ど 。 
また 、 日 本 国内 で の み 使 用 し て 下さ い 。 


wO 京 灯 中 は 、 以 下 の 操 作 以 外 は 
無効 に な り ま す 。 


電源 、 音 時 ツマ ミ 

スイ ッ チ 
MONI| スイ ツチ 

十 :oek キー 
(キー ロッ ツン 解除 ) 
(コー ルト ー ン 叩 出 し 。 送 信 中 以外 は 
無効 ) 


名 無効 操作 の 時 に は 、 ビ ー プ 音 は 鳴り 


ん 。 


8 ロッ し て お ぐ と 、 誤 つて キー を 押 


し て も チャ ヤン ネル や モー ドガ 変わ ら 
な い の で 、 ポ ケッ ト 等 に 入れ て お 合 
い に な る 場合 、 特 に 便利 で す 。 


安全 上 の ご 注意 


是 使 肌 境 ・ 楽 件 


人 る テレ ビ や ラジ オ の 近く で 使用 し な いで くだ さい 。 


電波 障害 を 与え た り 、 受 けた りす る こと が あり ます 。 


共 混 気 の 多い 場所 、 ほ こり の 多い 場所 、 風 通し の 悪 
い 場 所 に は 置か な いで くだ さい 。 火 災 ・ 感 電 ・ 故 
障 の 原因 と な る こと が あり ます 。 


命 ぐ ら つ いた 台 の 上 や 傾い た 所 、 振 動 の 多い 場所 に 
は 置か な いで くだ さい 。 沙 ち た り 、 倒 れ た り し て 
けが の 原因 と な る こと が あり ます 。 


介 ア ン テ ナ を 訓 っ て 目 に ささ な いよ うに し て くだ さ 
い 。 


外 部 スピ ー カ ー/ マ イク ロホ ン 上 端子 に は オプ ショ 
ン の スピ ビー カー/ マ イク ロホ ン 以 外 は 接続 し な い 
で くだ さい 。 故 障 の 原因 と な る こと が あり ます 。 


参 直 射 日 光 が あ た る 場所 や 車 の ヒー ター の 吹き 出し 
ロ な ど 、 異 常に 温度 が 高く な る 場所 に は 置か な い 
で くだ さい 。 内 部 の 温度 が . 上 が り 、 ケ ー ス や 部 品 
が 変形 ・ 変 色 し た り 、 火 災 の 原因 と な る こと が あ 
り ま す 。 


参 調 理 合 や 加湿 器 の そば な ど 油 煙 や 湯気 が 当たる よ 
うな 場所 に は 置か な いで くだ さい 。 火災 ・ 感 電 ・ 
故障 の 原因 と な る こと が あり ます 。 


旬 アンテナ を 取付 け な い 状態 で 送信 し な いで くだ さい 。 
火災 ・ 故 障 の 原因 と な る こと が あり ます 。 


人 旅行 な ど で 長 期間 使用 に な ら な いと き は 、 安 全 
の た め 必 ず 本 体 の 電源 を OFF に し 、 電 池 を と り は 
ず し 、 チ ャ ー ジ ャ ー を ご 使用 の 場合 は AC ア ダブ 
ター を AC コ ン セ ント か ら 抜 いて くだ さい 。 


APOー ト /ー オ 7) 書 源 の 切り 忘れ を 防ぎ 電光 が 長持ち し ます 。 


APO 点 灯 中 は 30 分 間 呼 帆 し を 受け ず 、 キ ー 操 
作 が な けれ ば 自動 的 に 電源 が 切れ ます 。 


APO を ON/ 〇 OFF す る 
スイ ッ ツチ を 押し な が ら 往 Be 


@ ビー ブ 音 が ON の 時 は 電源 が 切れ る 30 秒 前 に アラ ー ム 
音 が 只 り ます の で 、 続 け て ご 使用 に な る 時 は 何 ひ キー 
を 押し て 下さ い 。 


e APO 後 、 電 源 を 入れ る 時 は 電源 ツマ ミ を の 〇 ) へ 回 し て 
電源 を 切 つ て か ら 再 び 〇 を 回 し て 電源 を 入れ て 下さ い 。 


APO で 電源 は 切れ て いて 中 若干 の 電流 は 流れ て いま す 。 
電池 を 長持ち お させ る だ め に も 、 ご 使用 後 は 息 ず 電源 ツマ 
ミ で 電源 を 切 つ て 下さ ざい 。 


安全 上 の ご 注意 。 回 千 Ch の 送受 信 周波 数 
ビジ ネス 用 11ch 


置 安定 化 才 源 の 使用 に つい て h1- と 9 (MHz) ch1->-11 基 (MHz) 


馬 ACT1OUV 以 外 で の 電圧 で 使用 し な いで くだ さい 。 天安 定 化 電 源 の 電源 の 電源 プラ グ を AC コ ン セ ント 
火災 ・ 感 十 ・ 故 障 の 原因 と な り ま す 。 に 確実 に 差し 込ん で くだ さい 。 重 源 プ ラグ の 刃 に 
釜 属 な ど が 触れ る と 、 火 災 ・ 感 画 ・ 故 障 の 原因 と 


() 


介 安 定 化 電 源 を 使用 する と き は 、 ニ ッ カ ド バ ッ デリ 
ー ま た は 電池 ケー ス を 取り 付け て くだ さい 。 取 り 乱 安 定 化 策 源 の 重 送 プラ グ の 刃 に ほこ り が 付着 し た 
付け な いと 、 や けど の 原因 と な り ま す 。 まま 使用 し な いで くだ さい 。 


ジジ. 〇 そら 
どど ュ ウン 5 
ジン.G8「Z ら 
2 のど 。 DO 
2 
どら ダ ジ ら の 
どど のり うつ Z ラ 5 
ご どっ 1 ちの 6 
ジジ . 16 有 らら 
ジ ど 。 17/5Q 


4 ジジ . ジ 1 ジ 5 
オジ ジ . ど どら O 


ジョ ー ト や 過熱 に より 火災 ・ 感 電 ・ 故障 の 原因 と 


免じ D じ ケー ブル を 加工 し た り 、 ヒ ュー ズ ホ ル ダ ー を 
取り 除い て 使用 する こと は 、 絶 対 に し な いで くだ 
例 ぬ め れ た 手 で 安定 化 電源 の 電源 ブラ グ に 触れ た り 、 さい 。 火 災 ・ 感 電 ・ 故 障 の 原因 と な り ま す 。 
抜き 差し し な いで くだ さい 。 感 夫 の 原因 と な り ま す 。 


田 シ ガー ライ ター ケー ブル の 使用 に つい て 


例 DC12V 車 専用 で す の で 、 大 型 車 な どの DC24V 参 シ ガー ライ ター ケー ブル を 使用 する と き は 、 ニ ッ 
に は 直接 接続 し な いで くだ さい 。 火 災 ・ 感電 ・ 故 カド バッ テリ ー ま た は 、 吉 池 ケー ス を 取り 付け て く 
障 の 原因 と な り ま す 。 だ さい 。 取 り 付 け な い と 、 や けど の 原因 と な り ま す 。 
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とこ エー コ シガーDC/DC コ ン バ パー マー ニッ カド バッ ツテ リー パ バック ツイ ン 急 速 パ ッ テ リ ー 
安 生 上 の ご 注意 EDH18 。 \3800 EBP-25N  \1900 チャ ー ジ ャ ー 
車 の シガー ソケット か ら 5.5V を 取 繰り 返し 充電 し て 使用 で きる バツ EDC-109J \7.80D 
の り 出 す ア ダブ マー で ざ 。 テリー パ ッ ク で す 。 
20 えと 
、 (2V 車 記 用 ) 
主 使用 環境 ・ 楽 件 「 
交通 安全 上 、 連 転 し な が ら 交信 する の は お や めく 所 空 歓 内 、 空 港 敷地 内 、 新 幹線 車両 内 、 中 継 局 周辺 、 
だ さい 。 病院 内 で は 絶対 に 使用 し な いで くだ さい (電源 も 
入れ な いで くだ さい ) 。 運 行 の 安全 や 無線 局 の 運 
@ 看 子 機器 (特に 医療 機器 ) の 近く で は 使用 し な い 用 や 放送 の 受信 に 支障 を きた し た り 、 医 療 機器 が 
で くだ さい 電 没 害 に よ 機 肝 の 故障 人 故 陣 ・ 庶 動作 する 原因 と な り ま す 。 
の 原因 と と な り ま す 。 ge 
@ こ の 製品 を 使用 で さる の は 、 日 本 国内 の み で す 。 モー ビル プラ ケッ ト イヤ ホン マイ フ 
@ 流 が 皮 盾 や 衣服 に 付着 し た と き は 、 反 膚 に 傷害 を 外国 で は 使用 で きま せん 。 EBC-6 1.800 EME-20 \3.400 
起こ す お それ が あり ます の で 、 す ぐに され いな 水 車 の 中 で 使用 する 時 に 、 本 体 を ド PT 機能 の み の タ イ ビ ン マイ フ 呈 
で 洗い 流し て くだ さい 。 ア に 取り 付け る だ め の ブ ラケット で す 。 トリ クル パッ テリ ー 
て す 。 ま ャ ー ジ ャ ー 
ーーーーー 4 1 500 EDC-115  \2300 
@ 長 時 問 の 連続 送信 は し な いで くだ さい 。 発 弄 の た @ こ の トラ ン シ ー バ ー は 調整 済み で す 。 分 解 ・ 改 千 ト ・ 人 混み や 雑音 の 中 で も 相手 の 過 を 
め 本 体 の 温度 が 上 昇 し ます の で 、 や けど を し な い し て 使用 し な いで くだ さい 。 火災 ・ 感 電 ・ 故 障 の 明 朋 に 受信 で きま す 。 
よう に ご 注意 くだ さい 。 原因 と な り ま す 。 
* ーー 
@ イ ヤ ホ ン を 使用 する 場合 、 電 源 を 入れ る 前 に 、 音 @ 向 や 布団 で 握っ た り し な いで くだ さい 。 熱 が こも り 、 「 革 ESC の の \1.600 
量 を 下げ て くだ さい 。 助力 障害 の 原因 に な る こと ケー ス が 変形 し た り 、 火 災 の 原因 と な り ま す 。 直 上 


が め あり ます 。 射 日 光 を 避け て 風通し の 良い 状態 で ご 使用 くだ さい 。 


と つっ キミ ニニ 
安 生 上 の ご 注意 
製品 を 安全 に ご 使用 いた だ く た め 、「 安 全 上 の ご 注意 ] を ご 使用 の 前 に よく お 読み 下さ い )。 


絵 表示 に つい て 


この 取扱 説明 書 で は 、 製 品 を 安全 に 正しく お 使い いた だ き 、 あ な た や 他 の 人 々 へ の 危害 や 財産 へ の 損害 を 未 
競 に 防止 する た め に 、 い ろ い ろ な 絵 表 示 を し て いま す 。 そ の 表示 と 意味 は 次 の よう に な っ て いま す 。 内 容 を 
よく 理解 し て か ら 本 文 を お 読み くだ さい 。 


この 表示 を 無視 し て 、 記 っ た 取扱 い を する と 、 人 が 死亡 また は 重 慢 を 負う 危険 が 差し 千 っ て 生じ る こと 
が 想定 され る 内 容 を 示し て いま す 。 


この 表示 を 無視 し て 、 誤 っ た 取扱 い を する と 、 人 が 死亡 また は 重傷 を 負う 可能 性 が 想定 され る 内 容 を 示 
し て いま す 。 


この 表示 を 無視 し て 、 誤 っ た 取扱 い を する と 、 人 か 傷害 を 負う 可能 性 が 想定 され る 内 容 お よび 物 的 損害 
の み の 発 生 が 想定 され る 内 容 を 示し て いま す 。 


の 記号 は 、 注 意 (危険 ・ 区 告 を 含む ) を 促す 内 容 が め る こと を 告げ ば る も の で す 。 
図 の 中 に 暴 体 的 な 注意 内 容 が 描か れ て いま す 。 


( 〇 記号 は 、 行 為 を 禁止 の 行為 で ちや る こと を 告げ る も の で す 。 
図 の 中 や 近傍 に 具 体 的 な 禁止 内 容 が 描か れ て いま す 。 


徐 記号 は 、 行 為 を 強制 し た り 指 示す る 内 容 を 告げ る も の で す 。 
図 の 中 に 具体 的 な 指示 内 容 ( 左 図 の 場合 は AC ア ダ プ ター を AC コン セン ト か ら 抜 け ) が 描か れ て いま す 。 


5 信号 が な こ な る の を 待つ て 送信 する か 、 
信号 を 受信 し て いる 。 | チ セ ン ネ ル を かえ て 下さ い 。 


ョ a 馬 |PTT ス イッ チ を 苑 し 、2 秒 だ っ て か 
二 思 てき な は ie | 区 人 月 時 間 を 超 週 | ら 、 拉 送信 し て 下さ い 。 
PT 丁 ス イッ チ を 押し な 


ガ ら 重 湖 左 入れ た 。 丁 ス イッ ツチ を 押し 直し て 下さ い 。 
に 送信 が で き な い 。 | ブル ー プ が 使っ つっ て いる 。 | チャ ン ネ ル を 探し て 下さ い 。 (eP34) 
グル ー プ 、 ス クラ ンプ ル 」 グ ルー プ 又 は スク ラン プル トー クモ 
が スタ ー ト し な い 。 | モー ド に な っ て いな い 。 | 一 ド に し て 下さ い 。 (P33) 


全 上 記 の 処置 を し て も な お 異常 が 続く 場合 は 、 P52 を 参考 に リセ ッ ト ( 初 期 化 ) し て み 
て 下さ い 。 


金融 池 が 激しく 消耗 し て いる と 、 ま れ に 誤動作 する こと が あり ます 。 
動作 が お か し い 時 、 デ ィ ス プレ イ の 電池 マー が 京 滅 し て いた ら 、 電 池 を 交換 し て 
みて 下さ い 。 正常 な 状態 に 戻る こと が あり ます 。 


